









































































































































































































































































































































































































































































































哲学辞典 薦周 西周／字彙 掌側 西 西／字 字 初出語合謙
普及舎1885 16 72 29 0 1 2 120（23．9％）
朝永1905 16 43 42 2 11 15 129（25．6％）明治 徳谷1905 18 29 38 2 7 12 106（21．1％）
同文館1912 13 22 34 1 6 8 84（16．7％）
宮本1922 8 10 13 1 4 6 42（8．3％）
大正 渡部1923 1 3 6 0 0 2 12（2．4％）
高山1950 2 0 2 0 0 4 8（1．6％）
昭和 村治1974 0 0 2 0 0 0 2（0，4％）




































































































収録辞典 西周 亭亭／字彙 字彙 西 西／字
?
所属語数
8種 0 5 1 0 0 0 6
7種 3 18 7 0 2 2 32
6種 3 21 11 0 1 3 39
5種 5 22 11 2 3 5 48
4種 10 26 22 1 5 7 71
3種 15 29 1 22 166 2 1
2種 24 34 7 36 0 1 6
1種 14 24 11 47 0 1 0


























































































































































































哲学辞典 出典なし 『二言融未見 出典あり 新義あり 初出語合計
普及舎1885 4 8 4 0 16（4．2％）
朝永1905 40 28 20 1 89（23．6％）??
徳谷1905 22 27 21 4 74（19．6％）
周文館1912 28 42 31 5 106（28．0％）
宮本1922 26 15 16 2 59（15．6％）??
渡部1923 5 6 2 1 14（3．7％）
高山1950 4 8 2 2 16（4．2％）??


















収録辞典 出典なし 『漢言鶏未見 出典あり 薪義あり 所属語数
18種 0 0 0 0 0
7種 6 0 1 0 7
6種 5 6 1 1 13
5種 11 4 5 1 21
4種 20 7 10 3 40
3種 20 22 15 0 57
2種 35 75 32 4 146
三種 32 21 35 6 94






































































































6種（6語） 公理，他律，統覚 無意識 教父哲学，禁欲空義
5種（4語） 因果律，唯名論 感情移入，第一性質
























































































































普及舎1885120（23。9）16（4．2） 136（15．4） 8種 6（1．2） 0 6（0．7）
朝永1905129（25．6）89（23．6）218（24．7） 7種 32（6．4） 7（L9） 39（4．4）
徳谷1905106（21．1）74（19．6）180（20．4） 6種 39（7．8） 13（3．4） 52（5．9）
同文館191284（16．7）106（28．0）190（2L6） 5種 48（9．5） 21（5．6） 69（7．8）
富本1922 42（8。3） 59（15．6）101（11．5） 4種 71（14．1） 40（10．6）111（12．6）
渡部1923 12（2．4） 14（3．7） 26（3．0） 3種 100（19．9）57（15．1）157（17．8）
高撮950 8（1．6） 16（4．2） 24（2．7） 2種 130（25．8）146（38．6）276（3L3）









































在来語 250（49．7） 114（30．2） 364（41．3）
新造語 253（50．3） 264（69．8） 517（58．7）
類別謀計 503（57．1） 378（42．9） 881（100）
　つまり，「西周と『字彙s初版の用語」では，在来語と新造語がほぼ半分ずつの割合になってい
るのに対して，「西周と『宇彙」以外の用語」では，在来語が約3割，新造語が約7割を占めてい
る。抽出語全体から見れば，在来語と新造語の比率は大体4対6の割合になっている。これは，
おおよそ明治・大正期の基本哲学用語の様相を反映しているかと思われる。ただし，今度の調査
で対象としなかった5字以上の長大語や定着度の低い用語などは，ほとんど新造語の部類に属す
るものと見られるので，哲学幣語の範囲を拡大していけば，新造語の比率がまた上がると推測さ
れる。
　本稿では，近代哲学用語を概観し，研究の資料を提供するために，抽出した881語を各タイプに
分けて全数掲げた上，下位分類に従って各タイプの語の性質を一通り検討してみた。これによっ
て，ひとまず予定の目的が達成したかと思う。ただし，哲学用語中の「在来語」については，「新
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義への転用」または「中日分立の語」が生じたかどうかを精査する必要があるし，「新出語」につ
いては，造語の時期と造語者の特定も課題として残されている。今後も引き続き近代哲学用語の
成立に関する諸問題の解明に取り組んでいきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　清野勉（1888），井上哲次郎（1930）などを参照。
2　『哲学雑誌』各号の目次では，このような文章の三分類をしていないが，『哲学雑誌』第五百号
　記念品の附録として出版された『哲学雑誌総目録』（自明治二十年二月第～母后昭和三十年十月第
　五曹愚）では，各号の文章について三分類して整理しているので，これに従った。
3　井上哲次郎（1930）を参照。引用した内容は同文章の末尾に書かれた「附言」に出ている。原文の
　表記を適宜に現行の字体になおしたところがある。
4　出京偉（1997）を参照。
5朱虎豹：（2001b）を参照。
6　『哲学会雑慮は，『哲学雑誌』創刊初期の名称で，明治25年6月から『哲学雑誌8に改称した。
　引用文には，筆者によって適当に句読点を付け，現行表記の字体に改めた箇所がある。
7　筆者作成の西面用語リストで用いられた11種の著述と採録された用語の異なり語数を示すと次
　のようになる。
　　曲学連環（明3）245語　　哲学断片（明3～6）106語　　生性発蔽（明6）220語
　　知説（明7）43語　　　　　致知啓蒙（明7）147語　　　　菖～新論（明7）60語
　　教門論（明7）26語　　　　人生三宝説（明8）77語　　　　心理学（明11）224語
　　論理新説（明17）17語　　心理説ノー斑（明19）7語
　　ちなみに，近刊の真閏治子（2002）では，付表として西周著作のルビ付き訳語と索引が添えられ，
　西盛の訳語研究をいっそう便利にした。ただし，筆者自作の用語リストとは用語採録の方法にお
　いて違いがあるのに留意されたい。
8　重複の語を異なり語に整理するにあたって，それぞれの語の初出辞典と収録辞典数がわかるよ
　うに配慮した。例えば，「暗示」という語は，朝永1905，徳谷1905，同文館1912，宮本1922の4種
　の辞典に収録されているので，初出辞典は「朝永1905」とし，収録辞典数は「4種」と記してお
　いた。
9　ここでの分類は，主に語順偉（2001a）の考え方に基づいているので，拙論を参照されたい。
10本稿では，句および長い複合語を対象としない方針であるが，この「不容間位ノ法」はその後
　に現れた「不亡八位法」の前身であったとの可能性が高く，しかものちに中国語に移入されたこ
　ともあるので，例外として採り入れた。このほか，次の（3）項にある「否定の否定」も同じ理
　由によって採り入れた。
11表5の中で，収録辞典数1種の語は，抽出後，整理・削除を加えたため，もとの730語から現在
　の77語に絞られている。3，2を参照。
12　各部類の語の分類及び定義については朱京偉：（2001a）を参照。
13　森岡健二（1991）p249を参照。
14　このほか，『講座N本語の語彙10・語誌H』（明治書院，1983）に掲載される「芸術1（平林文雄）
　の項を参照。
15　鈴木修次（1981）の1，及びil講座碍本語の語彙10・語誌1』（明治書院，1983）に掲載される「科
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　学」（葛野繁男）の項を参照。
16『宇彙』初版の新造語などについては，朱京偉（1997）の3を参照。
17　柳父章（1982）「個人」の：頃目を参照。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　This　paper　clarifies　how　modern　philosophical　terminology　was　established．　The
author　chose　881　basic　terms　from　8　dictionaries　of　philosophy　published　since　the
Meiji　era　and　classified　them　into　10　categories．　The　terms　from　each　category　can
be　divided　into　two　groups：（1）Terms　from　the　works　by　Nishi　Amane（西周）and　the
dictionary，　Tetsugaku－jii（『哲学字彙』），（2）Terms　from　the　others．　Tables　display
the　source　of　each　term．
　　　　The　philosophical　terms　used　in　the　work　by　Nishi　Amane　and　Tetsugaku－jii
appeared　in　early　Meiji，　and　had　great　infiuence　during　the　whole　period．　The　other
terms　increased　drastically　in　the　latter　part　of　Meiji，　and　reached　their　peak　at　the
end　of　the　era．　Their　use　gradually　decreased　in　the　Taisho　era．　We　c4n　consider
the　formation　of　modern　philosophical　terminology　to　have　been　completed　in　this
time．　This　research　also　revealed　that　the　ratio　of　traditional　to　newly　coin’?ｄ　terms
was　about　4：6．
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